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近
世
長
崎
の
自
治
に
つ
い
て
｜
町
役
人
の
選
任
法
を
中
心
に
｜
小
島
小
五
 
 
郎
一
、
序
言
二
、
町
年
寄
の
選
任
法
三
、
乙
名
の
選
任
法
四
、
組
頭
の
選
任
法
五
、
日
行
使
の
選
任
法
六
、
結
　
語
一
、
序
言
　
日
本
近
世
都
市
の
自
治
の
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
、
そ
の
論
拠
乃
至
例
証
と
し
て
長
崎
の
自
治
組
織
に
ふ
れ
ぬ
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
長
崎
は
常
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
る
が
、
近
世
長
崎
の
自
治
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
先
ず
豊
田
武
前
の
「
日
本
の
封
建
都
市
」
で
は
長
崎
を
大
阪
、
堺
、
兵
庫
、
新
潟
、
博
多
と
並
ら
べ
、
こ
れ
ら
や
そ
の
他
の
港
町
、
経
済
都
市
と
共
に
、
城
下
町
と
は
違
っ
た
町
役
人
の
選
挙
が
あ
り
、
城
下
町
と
異
な
っ
て
民
衆
の
声
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
政
に
反
映
し
、
自
由
の
空
気
が
あ
っ
た
と
し
、
原
田
伴
彦
氏
は
「
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
」
で
、
封
建
都
市
の
中
で
城
下
町
を
中
心
と
す
る
政
治
都
市
に
は
特
権
的
門
閥
宿
老
の
世
襲
的
統
三
下
の
御
用
的
自
治
機
関
の
性
格
を
濃
厚
に
残
す
も
の
が
多
い
が
、
港
町
を
中
心
と
す
る
経
済
都
市
で
は
自
治
制
が
町
民
階
級
の
利
益
の
た
め
の
民
主
的
性
格
の
方
向
へ
の
傾
斜
を
示
す
も
の
が
多
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
、
長
崎
は
こ
の
部
類
に
属
す
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
本
来
自
治
と
は
如
何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
政
治
学
・
法
学
に
委
ぬ
る
と
し
て
も
、
住
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
政
治
、
即
ち
住
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
住
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
事
が
自
治
制
を
考
ゆ
る
際
の
最
も
重
要
な
点
か
と
思
わ
れ
、
こ
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
両
氏
が
或
は
「
町
役
人
の
選
挙
と
か
民
衆
の
声
が
町
政
に
反
映
」
と
い
わ
れ
、
又
「
町
民
階
級
の
利
益
の
た
め
の
民
主
的
性
格
」
と
さ
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
長
崎
の
自
治
を
評
価
さ
れ
て
お
る
の
は
至
極
妥
当
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
唯
憾
し
む
ら
く
は
、
そ
れ
を
立
証
す
る
具
体
的
事
実
を
示
さ
る
る
こ
と
の
少
な
い
点
で
あ
る
。
固
よ
り
近
世
都
市
を
全
国
的
規
模
に
お
い
て
綜
観
す
る
場
合
は
当
然
各
都
市
の
正
確
な
個
別
研
究
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
さ
れ
ば
と
て
一
人
の
こ
れ
を
よ
く
し
得
な
い
こ
と
も
勿
論
で
あ
り
、
又
す
べ
て
の
個
別
研
究
の
完
了
を
ま
つ
わ
け
に
も
行
か
な
い
。
　
然
し
、
だ
か
ら
と
て
余
り
に
も
安
易
に
、
そ
れ
は
城
下
町
で
あ
る
か
ら
と
か
港
町
で
あ
る
か
ら
と
、
巨
視
的
に
一
括
概
論
し
て
は
真
相
を
誤
ま
る
怖
れ
な
し
と
し
な
い
。
こ
こ
に
於
い
て
改
め
て
長
崎
の
町
役
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
任
さ
れ
た
か
、
如
何
に
も
自
治
の
名
に
値
し
、
町
役
人
は
す
べ
て
町
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
か
を
具
体
的
に
検
討
し
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
　
長
崎
を
論
ず
る
場
合
多
く
引
用
さ
る
る
の
は
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
で
、
そ
れ
は
数
十
年
前
の
も
の
な
が
ら
他
に
之
を
凌
駕
す
る
も
の
が
な
い
と
見
て
か
、
前
記
両
氏
も
長
崎
の
自
治
制
を
論
ず
る
際
の
根
拠
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
　
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
は
長
崎
の
自
治
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
お
る
か
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
に
、
そ
の
第
六
章
政
治
の
条
の
冒
頭
に
「
幕
府
時
代
ノ
長
崎
政
治
ハ
純
然
タ
ル
自
治
制
ナ
リ
」
と
大
き
く
断
定
し
、
又
「
最
モ
完
全
ナ
ル
自
治
制
ヲ
以
テ
明
治
ノ
世
ニ
マ
デ
及
ボ
セ
リ
」
と
も
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
純
然
タ
ル
」
と
か
「
完
全
ナ
ル
」
と
か
の
論
拠
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
「
幕
府
ヨ
リ
ノ
奉
行
等
ハ
箱
黙
垂
棋
制
ヲ
長
崎
地
役
人
二
受
ケ
…
…
町
年
寄
等
ハ
随
意
二
驕
奢
ノ
生
活
ヲ
営
ミ
…
…
遂
二
　
「
御
老
中
で
も
手
の
出
せ
な
い
の
は
大
奥
と
長
崎
金
銀
座
」
ノ
俗
謡
ア
ル
ニ
至
」
つ
た
事
と
長
崎
の
市
政
機
関
は
「
九
名
ノ
町
年
寄
ノ
下
二
各
乙
名
ア
リ
テ
之
ヲ
分
轄
シ
、
各
町
乙
名
ニ
ハ
各
々
組
頭
日
行
使
ノ
属
ス
ル
ア
リ
テ
学
務
ヲ
処
理
シ
町
ニ
ハ
一
町
組
、
家
ニ
ハ
五
人
組
ア
リ
テ
緩
急
相
救
ヒ
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
警
メ
…
…
井
然
ト
シ
テ
素
レ
ズ
」
と
の
二
点
に
帰
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
故
に
長
崎
は
純
然
完
全
の
自
治
制
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
籍
黙
垂
操
と
い
う
の
を
そ
の
文
字
通
り
に
事
実
と
受
け
と
り
得
る
か
、
町
年
寄
等
の
驕
奢
を
そ
の
ま
ま
自
治
と
解
し
得
る
の
か
、
若
し
、
い
う
が
如
く
に
御
老
中
で
も
手
が
出
せ
な
い
と
あ
っ
て
は
最
早
自
治
を
越
え
て
独
立
自
由
の
都
市
で
は
な
い
か
。
又
町
役
人
の
制
度
の
整
然
た
る
が
そ
の
ま
ま
完
全
な
自
治
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
、
な
る
ほ
ど
長
崎
の
町
は
町
年
寄
以
下
町
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
が
町
役
人
が
町
人
で
あ
る
事
で
そ
の
ま
ま
自
治
な
の
か
疑
い
な
き
を
得
な
い
。
然
も
な
お
こ
の
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
に
見
ゆ
る
と
こ
ろ
が
多
く
の
人
々
　
　
　
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
近
世
長
崎
の
自
治
の
問
題
は
改
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
先
ず
最
も
重
要
な
町
役
人
の
選
任
法
よ
り
進
め
て
行
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
註
①
原
田
伴
彦
　
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
、
二
七
五
頁
－
二
七
八
頁
。
②
豊
田
　
武
　
日
本
の
封
建
都
市
、
一
七
九
、
一
八
○
頁
。
③
長
崎
市
役
所
　
幕
府
時
代
の
長
崎
、
第
六
章
政
治
。
④
長
崎
市
政
六
十
五
年
史
其
の
他
殆
ん
ど
こ
れ
に
よ
る
。
，
二
、
町
年
寄
の
選
任
法
一
八
　
先
ず
長
崎
町
役
人
を
綜
括
し
て
奉
行
と
の
間
に
位
し
た
町
年
寄
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
任
さ
れ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
惣
町
乙
名
の
中
か
ら
互
選
さ
れ
　
　
た
」
と
す
る
あ
り
、
町
年
寄
と
い
う
「
そ
の
語
源
は
役
人
の
う
ち
最
も
年
長
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
も
物
知
り
の
人
を
選
挙
し
た
か
ら
こ
の
よ
う
に
年
寄
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
て
日
頃
の
町
年
寄
は
選
挙
に
よ
っ
た
と
い
う
あ
り
、
又
、
　
「
長
崎
甚
左
衛
門
に
属
し
た
博
士
の
う
ち
高
嶋
、
高
木
、
後
藤
、
町
田
の
四
人
の
忍
び
居
た
る
を
秀
吉
の
奉
行
寺
沢
家
よ
り
呼
び
出
し
町
中
の
頭
人
と
相
定
め
写
染
の
差
引
を
任
せ
　
③た
」
と
選
挙
説
に
否
定
的
な
も
の
も
あ
る
が
、
果
し
て
何
れ
に
従
う
べ
き
か
、
町
年
寄
の
各
家
に
つ
い
て
選
任
の
事
実
を
逐
次
検
討
し
て
見
た
上
に
し
た
い
と
考
え
、
検
討
の
史
料
と
し
て
は
主
と
し
て
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
の
「
町
年
寄
発
端
由
緒
書
」
、
　
「
長
崎
御
代
官
町
年
寄
系
譜
」
、
　
「
長
崎
御
代
官
町
年
寄
由
緒
書
」
や
長
崎
略
史
所
収
の
「
長
崎
名
家
略
譜
を
用
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
由
緒
書
や
系
譜
の
類
は
子
孫
が
後
世
に
書
上
げ
た
も
の
で
、
従
っ
て
信
冷
性
に
於
い
て
欠
く
る
頑
な
し
と
し
な
い
が
、
他
に
多
く
を
期
待
し
得
な
い
と
す
れ
ば
町
年
寄
家
の
一
応
の
記
録
と
し
て
之
を
利
用
す
る
ほ
か
は
な
い
。
頭
人
町
家
　
周
知
の
如
く
、
長
崎
の
町
年
寄
は
そ
の
初
め
は
頭
人
と
称
し
、
そ
れ
は
高
嶋
、
高
木
、
後
藤
、
町
田
の
四
家
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
四
身
が
頭
人
と
な
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
あ
っ
た
か
と
い
う
に
、
高
木
家
の
由
緒
書
で
は
「
永
禄
年
中
長
崎
に
来
居
住
仕
、
長
崎
最
初
よ
り
の
頭
人
に
て
御
座
候
」
と
見
え
、
高
嶋
家
の
由
緒
書
は
「
頭
人
被
仰
付
意
訳
は
相
知
不
発
候
」
と
記
す
の
み
で
、
初
め
て
頭
人
と
な
っ
た
時
の
事
情
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
記
述
は
な
い
。
従
っ
て
「
各
地
か
ら
集
り
来
っ
た
人
々
の
中
か
ら
自
然
発
生
的
に
乙
名
が
出
来
、
そ
の
中
か
ら
町
全
体
の
頭
人
が
恐
ら
く
秀
吉
に
任
命
さ
れ
、
町
年
寄
と
し
て
江
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幕
府
に
引
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
す
る
外
は
な
い
し
、
又
、
　
「
江
戸
の
町
年
寄
樽
屋
の
先
祖
は
も
と
長
篠
合
戦
に
出
陣
し
、
そ
の
後
浪
々
し
て
江
戸
に
出
た
が
俗
姓
が
卑
し
く
な
い
と
町
中
の
者
が
こ
れ
を
敬
い
自
然
町
の
年
寄
と
　
　
　
　
な
っ
た
」
と
い
う
如
く
、
長
崎
町
年
寄
も
、
早
く
絶
え
た
町
田
家
の
記
録
は
見
得
な
い
か
ら
之
を
除
き
、
高
嶋
、
高
木
、
後
藤
の
三
家
は
相
当
の
武
家
に
出
自
し
、
い
わ
ば
浪
人
の
形
で
長
崎
に
来
着
し
た
と
伝
え
て
お
る
か
ら
、
事
情
は
江
戸
の
樽
屋
に
類
す
る
と
も
見
ら
れ
る
し
、
こ
れ
ら
四
家
の
頭
人
と
な
っ
た
の
が
、
町
民
の
選
挙
と
か
惣
乙
名
の
互
選
に
よ
っ
た
と
か
の
説
に
は
否
定
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
最
初
頭
人
と
な
っ
た
時
の
事
情
に
つ
い
て
は
一
応
こ
れ
に
止
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
事
情
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
　
こ
れ
ら
一
家
の
内
、
町
田
家
は
早
く
亡
び
て
殆
ん
ど
伝
え
る
所
が
な
い
が
、
後
藤
家
は
そ
の
後
代
々
相
襲
い
で
明
治
に
及
び
、
高
嶋
家
は
享
保
十
八
年
作
兵
衛
音
繧
が
家
を
弟
茂
健
に
譲
り
一
代
年
寄
と
な
っ
て
以
来
両
家
に
分
れ
た
が
、
こ
の
場
合
は
分
家
に
す
ぎ
ず
、
長
崎
御
代
宮
町
年
寄
系
譜
に
は
「
功
に
よ
り
新
規
召
抱
町
年
寄
」
と
記
し
、
惣
町
乙
名
の
互
選
を
経
た
様
子
は
な
い
。
　
高
木
家
は
代
々
当
主
が
御
用
物
役
、
嗣
子
が
町
年
寄
と
な
っ
て
い
た
が
、
延
宝
三
年
伝
左
衛
門
正
信
が
別
家
を
創
立
、
こ
の
時
か
ら
御
用
物
役
（
後
に
代
官
兼
御
用
物
役
）
の
家
と
町
年
寄
の
家
と
に
分
れ
た
。
従
っ
て
こ
れ
に
も
乙
名
達
の
選
挙
は
な
く
、
高
木
家
と
し
て
の
分
家
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
に
止
ま
り
、
そ
の
後
両
家
は
世
襲
し
て
幕
末
に
至
る
の
で
あ
る
。
薬
師
寺
家
　
当
初
の
四
家
に
つ
い
で
町
年
寄
家
と
な
っ
た
の
は
薬
師
寺
家
で
あ
る
。
こ
の
家
は
豊
後
大
友
氏
の
遺
臣
で
あ
っ
た
久
左
衛
門
が
長
崎
に
来
た
に
発
す
る
と
伝
え
、
初
め
は
磨
屋
町
の
乙
名
で
あ
っ
た
が
、
寛
文
五
年
宇
右
衛
門
が
外
需
乙
名
中
の
入
札
に
よ
っ
て
常
行
事
と
な
り
、
元
禄
十
年
又
三
郎
に
至
っ
て
町
年
寄
に
任
じ
、
そ
の
後
世
襲
し
て
幕
末
に
及
ん
だ
。
　
　
近
世
長
崎
の
自
治
に
つ
い
て
（
小
島
）
　
外
町
の
常
行
事
は
内
町
の
町
年
寄
と
略
論
同
格
で
、
元
禄
十
二
年
内
町
外
延
を
平
等
に
取
扱
う
に
至
っ
て
、
常
行
事
を
も
町
年
寄
と
改
称
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
薬
師
寺
宇
右
衛
門
が
外
回
乙
名
中
の
選
挙
に
よ
っ
て
常
行
事
と
な
っ
た
と
い
う
事
は
、
長
崎
町
年
寄
は
惣
町
乙
名
の
互
選
に
よ
っ
た
と
の
説
を
支
え
る
有
力
な
一
事
例
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
久
松
家
　
前
記
薬
師
寺
宇
右
衛
門
が
高
木
彦
右
衛
門
跡
を
承
け
て
元
禄
十
年
乾
町
常
行
事
か
ら
内
町
町
年
寄
と
な
っ
た
跡
を
う
け
て
常
行
事
と
な
っ
た
の
は
大
村
出
身
の
久
松
善
兵
衛
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
善
兵
衛
は
宇
右
衛
門
と
同
じ
く
外
町
乙
名
の
入
札
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
に
必
ず
し
も
左
様
で
な
か
っ
た
か
と
見
え
る
。
薬
師
寺
宇
右
衛
門
が
辻
市
左
衛
門
の
遠
流
処
分
の
跡
を
う
け
て
常
行
事
と
な
っ
た
時
の
事
情
を
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
の
い
わ
ゆ
る
長
崎
寛
宝
日
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
外
窄
乙
名
中
入
札
二
而
乱
射
申
候
」
と
明
記
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
久
松
善
兵
衛
が
常
行
事
と
な
っ
た
時
の
記
事
は
同
じ
く
長
崎
三
宝
日
記
で
あ
り
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
⑦
が
ら
「
常
行
一
役
久
松
善
兵
衛
殿
二
被
仰
付
候
事
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
こ
に
は
乙
名
中
入
札
等
の
文
字
は
見
え
な
い
。
　
こ
の
久
松
家
の
善
兵
衛
（
西
浜
町
久
松
家
）
が
明
和
七
年
そ
の
受
用
銀
を
分
け
て
弟
土
岐
太
郎
に
奉
公
さ
せ
た
い
と
願
出
て
許
さ
れ
町
年
寄
末
席
に
仰
付
け
ら
れ
て
本
興
善
町
の
久
松
家
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
従
っ
て
前
述
の
高
嶋
家
、
高
木
家
の
分
家
創
出
と
同
様
で
、
乙
名
達
の
入
札
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
ゆ福
田
家
　
祖
先
は
肥
後
に
発
し
浪
人
し
て
長
崎
に
来
着
、
乙
名
を
勤
め
た
後
、
元
禄
六
年
伝
次
兵
衛
が
外
町
常
行
事
と
な
り
、
元
禄
十
二
年
内
町
外
町
一
同
と
な
っ
た
時
、
久
松
善
兵
衛
と
共
に
町
年
寄
と
な
っ
て
子
孫
相
襲
ぐ
の
で
あ
る
が
、
元
禄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
六
年
常
行
事
と
な
っ
た
時
の
選
任
法
に
つ
い
て
は
長
崎
寛
宝
日
記
に
は
何
等
の
記
載
が
な
く
、
福
田
家
の
由
緒
書
に
も
「
外
舅
常
行
特
認
召
抱
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
　
こ
の
福
田
家
（
本
紺
屋
町
）
の
利
範
が
家
を
養
子
利
孝
に
譲
っ
た
後
も
町
年
寄
を
続
け
て
延
享
三
年
別
家
を
認
め
ら
れ
た
の
が
酒
屋
町
の
福
田
家
で
あ
る
が
、
こ
れ
亦
前
述
の
久
松
家
等
と
同
類
の
分
家
で
、
そ
こ
に
は
乙
名
の
入
札
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
以
上
長
崎
の
町
年
寄
家
に
つ
い
て
、
そ
の
町
年
寄
乃
至
外
字
常
行
司
と
な
っ
た
時
の
選
任
事
情
を
見
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
す
べ
て
は
幕
府
側
か
ら
の
任
命
や
世
襲
・
分
家
の
承
認
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
乙
名
中
の
入
札
に
よ
っ
た
の
は
唯
、
薬
師
寺
宇
右
衛
門
が
寛
文
五
年
外
学
常
行
司
と
な
っ
た
時
の
み
で
あ
る
。
常
行
司
の
み
に
入
札
が
行
わ
れ
た
と
い
う
な
ら
ば
薬
師
寺
宇
右
衛
門
以
外
で
常
行
司
に
な
っ
た
場
合
に
も
入
札
が
あ
っ
た
か
と
い
う
に
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
寛
文
八
年
東
中
町
の
小
柳
太
兵
衛
が
外
町
乙
名
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
の
入
札
で
常
行
司
に
な
っ
た
例
が
あ
る
の
み
で
、
そ
の
小
柳
が
延
宝
八
年
九
月
廿
四
日
御
役
御
赦
免
と
な
っ
た
後
任
に
は
貨
物
宿
老
清
田
安
右
衛
門
が
仰
付
け
　
　
　
　
ら
れ
た
が
、
そ
の
場
合
入
札
が
あ
っ
た
か
否
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
清
田
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
一
一
旱
二
年
病
死
し
た
跡
に
は
本
惨
毒
町
の
木
谷
与
三
右
衛
門
が
、
木
谷
が
元
禄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
役
儀
御
赦
免
の
跡
に
は
福
田
伝
次
兵
衛
が
外
弁
常
行
司
を
仰
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
も
入
札
か
否
か
は
明
記
せ
ず
、
唯
仰
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
同
じ
長
崎
寛
宝
日
記
で
、
時
代
も
余
り
距
た
ら
ぬ
記
事
に
薬
師
寺
、
小
柳
の
場
合
は
「
外
曲
乙
名
中
入
札
二
品
」
と
明
記
し
た
に
も
拘
ち
ず
、
清
田
家
の
場
合
に
そ
れ
が
な
い
と
す
れ
ば
入
札
は
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
更
に
又
、
清
田
は
貨
物
宿
老
か
ら
、
木
谷
は
内
町
な
る
本
近
習
町
の
乙
名
か
ら
、
福
田
は
唐
人
屋
敷
乙
名
か
ら
常
行
司
と
な
っ
た
事
を
思
え
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
は
、
外
町
常
行
司
と
い
い
な
が
ら
も
、
内
町
外
町
を
問
わ
ず
貨
物
宿
老
と
か
内
町
の
乙
名
と
か
、
又
は
当
初
よ
り
の
唐
人
屋
敷
の
乙
名
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
し
て
数
年
の
経
験
が
あ
る
と
か
才
幹
閲
歴
を
勘
案
し
て
上
よ
り
任
命
し
民
意
に
問
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
　
さ
き
の
薬
師
寺
宇
右
衛
門
の
隠
居
跡
は
子
の
又
三
郎
が
襲
い
で
常
行
司
と
な
り
、
即
ち
世
襲
し
た
訳
で
あ
る
が
、
や
が
て
元
禄
十
年
高
木
彦
右
衛
門
の
跡
を
う
け
て
内
町
の
町
年
寄
と
な
り
、
又
三
郎
の
占
め
て
い
た
外
町
常
行
司
に
は
久
松
善
兵
衛
が
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
間
の
消
息
を
長
崎
地
異
日
記
元
禄
十
年
十
一
月
廿
七
日
条
に
は
次
ぎ
の
如
く
記
し
て
あ
る
。
　
従
江
戸
申
来
黙
坐
高
木
彦
右
衛
門
殿
年
寄
役
跡
目
数
年
常
行
司
相
草
占
申
候
薬
師
寺
又
三
郎
殿
年
寄
役
被
仰
付
髪
常
行
司
役
久
松
善
兵
衛
殿
二
被
仰
付
候
事
　
元
禄
十
年
は
未
だ
内
町
外
町
一
同
以
前
で
あ
る
か
ら
年
寄
役
と
は
内
町
の
町
年
寄
で
、
若
し
入
札
に
よ
る
な
ら
ば
内
町
乙
名
中
の
入
札
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
場
合
、
外
町
乙
名
中
の
入
札
に
よ
っ
て
常
行
三
役
に
つ
い
て
居
た
薬
師
寺
家
が
外
町
か
ら
入
り
来
る
と
い
う
こ
と
も
普
通
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
し
か
も
猶
敢
え
て
し
た
の
は
幕
府
が
数
年
常
行
司
を
勤
め
た
と
い
う
閲
歴
を
認
め
た
か
ら
で
あ
り
．
そ
の
理
由
を
折
角
申
し
来
っ
た
と
い
う
の
は
入
札
を
用
い
な
か
っ
た
証
左
で
も
あ
る
。
又
、
久
松
家
が
西
浜
町
に
移
っ
た
の
は
元
禄
十
四
年
高
木
彦
右
衛
門
の
宅
地
を
賜
っ
た
時
で
、
そ
れ
ま
で
は
浦
五
島
町
に
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
元
禄
十
年
の
こ
の
時
点
に
嘗
て
は
内
町
な
る
久
松
善
兵
衛
が
外
町
着
行
司
と
な
っ
た
訳
で
、
之
亦
外
町
乙
名
中
の
入
札
の
結
果
と
は
考
え
難
い
。
　
以
上
町
年
寄
の
選
任
法
に
つ
い
て
要
約
す
れ
ば
、
町
年
寄
は
惣
町
乙
名
の
入
札
互
選
に
よ
る
と
の
説
も
あ
る
が
、
入
札
に
よ
っ
た
例
を
具
体
的
に
追
跡
し
う
る
の
は
寛
文
五
年
と
八
年
の
外
面
常
行
司
の
場
合
の
み
で
、
そ
の
前
後
に
つ
い
て
は
町
年
寄
も
外
蓋
常
行
司
も
入
札
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
未
だ
見
出
し
得
な
い
。
ケ
ン
プ
エ
ル
が
初
頃
の
町
年
寄
は
選
挙
に
よ
っ
た
と
い
う
の
は
如
何
な
る
実
例
が
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な
く
、
む
し
ろ
前
述
の
如
く
、
秀
吉
か
誰
か
、
要
す
る
に
支
配
者
側
か
ら
の
任
命
に
よ
っ
た
と
見
る
べ
き
が
妥
当
か
と
考
え
ら
れ
る
。
敢
え
て
臆
測
す
れ
ば
寛
文
頃
外
点
常
行
司
に
見
た
入
札
の
例
を
も
っ
て
ケ
ン
。
フ
エ
ル
は
初
期
の
町
年
寄
は
選
挙
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
然
し
彼
が
「
今
は
一
般
に
父
祖
の
功
績
に
よ
っ
て
子
孫
　
　
　
　
　
　
⑫
が
そ
の
後
を
継
ぐ
」
と
述
べ
た
点
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
く
、
彼
の
長
崎
に
滞
在
し
た
元
禄
頃
に
は
も
は
や
町
年
寄
は
世
襲
と
な
り
、
即
ち
封
建
化
が
進
捗
し
て
そ
の
後
長
き
に
亘
っ
て
長
崎
町
年
寄
の
諸
家
は
世
襲
し
、
又
は
分
家
し
て
例
の
九
家
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
町
年
寄
の
世
襲
や
分
家
は
願
に
よ
っ
て
幕
府
か
ら
許
さ
れ
る
と
い
う
形
式
に
よ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ケ
ン
プ
エ
ル
も
「
後
を
継
ぐ
に
は
奉
行
の
承
認
、
つ
い
で
ま
た
老
中
の
承
認
を
要
し
た
」
と
記
し
て
お
り
、
さ
き
に
元
禄
十
年
薬
師
寺
家
が
高
木
家
跡
を
う
け
て
町
年
寄
と
な
っ
た
時
の
長
崎
寛
宝
日
記
に
　
「
従
江
戸
申
来
候
者
云
々
」
　
と
あ
る
と
述
べ
た
如
く
、
町
年
寄
の
任
命
は
明
ら
か
に
幕
府
か
ら
の
示
達
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
久
松
家
や
福
田
家
の
分
家
の
際
も
そ
の
願
書
を
奉
行
を
経
て
老
中
に
達
し
、
幕
府
か
ら
の
許
可
承
認
を
得
た
次
第
で
あ
る
。
註
①
豊
田
武
②
ケ
ン
プ
エ
ル
③
崎
陽
群
談
　
e
。
④
箭
内
健
次
⑤
豊
田
武
⑥
長
崎
学
宝
日
記
⑦⑧⑨⑩⑪⑫
〃〃〃〃
日
本
の
封
建
都
市
、
一
七
九
頁
。
　
日
本
史
（
長
崎
県
史
、
史
料
篇
第
三
、
長
崎
（
日
本
歴
史
新
書
）
六
七
頁
。
日
本
封
建
都
市
、
一
六
五
頁
。
　
〃
②
に
同
じ
。
寛
文
五
年
三
月
五
日
条
。
元
禄
十
年
十
一
月
二
十
七
日
条
。
寛
文
八
年
十
二
月
二
十
一
日
条
。
延
宝
八
年
九
月
二
十
四
日
条
。
貞
享
二
年
十
十
月
条
。
元
禄
六
年
十
月
条
。
近
世
長
崎
の
自
治
に
つ
い
て
（
小
島
）
二
八
○
頁
）
。
三
、
乙
名
の
選
任
法
　
粉
々
の
乙
名
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
任
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
献
は
甚
だ
少
な
い
。
古
く
は
ケ
ン
。
フ
エ
ル
が
「
乙
名
は
古
町
々
で
住
民
が
平
等
の
権
利
で
投
票
し
て
選
出
す
る
。
投
票
を
開
い
た
後
、
多
数
を
得
た
人
々
の
姓
名
を
請
願
書
と
共
に
年
行
司
を
経
て
奉
行
に
提
出
し
そ
の
人
に
そ
の
町
の
行
政
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
ね
ら
れ
る
よ
う
請
願
す
る
の
で
あ
る
」
と
記
し
、
近
く
は
原
田
伴
彦
氏
が
「
乙
名
と
町
内
の
五
人
組
の
組
頭
は
町
民
の
入
札
、
つ
ま
り
選
挙
に
よ
っ
て
き
　
　
　
　
め
ら
れ
た
」
と
さ
る
る
位
で
、
諸
文
献
は
乙
名
の
実
態
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
て
も
、
そ
の
選
任
法
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
何
等
の
記
載
を
し
て
い
な
い
。
原
田
氏
が
こ
こ
に
「
五
人
組
の
組
頭
」
と
い
わ
る
る
の
は
乙
名
の
補
佐
役
と
し
て
の
組
頭
を
誤
ま
っ
た
も
の
か
と
思
わ
る
る
こ
と
後
に
述
ぶ
る
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
組
頭
な
ら
ば
明
ら
か
に
町
民
の
入
札
に
よ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
長
崎
町
年
寄
の
「
年
寄
共
勤
方
書
」
や
町
乙
名
の
「
乙
名
勤
方
書
」
の
類
に
明
記
さ
れ
て
疑
う
余
地
は
な
い
。
組
頭
に
し
て
そ
の
選
任
法
が
入
朴
を
用
い
た
と
明
記
さ
れ
て
お
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
乙
名
も
亦
入
口
に
よ
っ
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
前
述
の
勤
方
書
の
類
に
記
述
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
も
な
お
見
当
ら
ぬ
と
す
れ
ば
乙
名
が
選
挙
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
と
い
う
説
に
は
遽
か
に
は
従
い
難
い
。
　
前
節
町
年
寄
の
選
任
法
の
際
、
長
崎
写
影
日
記
に
は
外
野
常
行
事
の
入
札
の
記
事
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
若
し
や
こ
の
日
記
に
乙
名
選
任
に
入
札
を
用
い
た
場
合
が
な
い
か
と
尋
澱
る
に
未
だ
そ
れ
は
見
当
ら
ず
、
却
っ
て
、
次
ぎ
に
掲
ぐ
る
宝
永
五
年
十
月
、
十
一
月
の
条
を
見
れ
ば
入
札
説
は
む
し
ろ
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
思
わ
れ
る
。
一
右
同
子
十
月
β
町
乙
名
行
跡
悪
敷
者
共
御
し
ら
へ
御
替
被
成
候
　
　
東
古
川
町
中
野
弥
三
次
被
召
上
　
此
代
り
宇
野
九
郎
兵
衛
二
被
仰
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
　
　
本
紙
屋
町
小
林
弥
右
衛
門
被
召
上
　
此
代
り
中
村
弥
三
右
衛
門
二
被
仰
付
　
　
伊
勢
町
井
筒
勝
助
乱
書
上
　
此
代
り
岡
田
吉
郎
左
衛
門
二
被
仰
付
　
　
今
博
多
町
鳴
田
猪
兵
衛
被
召
上
　
此
代
り
樺
嶋
六
郎
左
衛
門
二
被
仰
付
　
　
樺
島
町
大
塚
権
左
衛
門
被
召
上
　
此
代
り
豊
後
屋
利
右
衛
門
　
　
引
地
町
多
加
仁
八
郎
被
召
上
　
此
代
り
山
田
林
右
衛
門
　
　
右
之
通
男
召
上
又
代
リ
役
御
入
被
成
為
事
　
一
右
同
子
十
一
月
十
三
日
二
又
々
町
乙
名
御
替
被
成
候
　
　
西
中
町
麻
生
半
左
衛
門
被
召
上
　
此
代
リ
田
所
七
太
夫
君
仰
付
　
　
西
上
町
樺
島
三
郎
右
衛
門
被
召
上
　
此
代
リ
石
崎
庄
兵
衛
被
仰
付
　
　
中
紺
屋
町
松
尾
九
郎
兵
衛
被
召
上
　
三
代
リ
釘
屋
与
右
衛
門
　
　
西
古
川
町
新
屋
権
平
手
前
右
欠
落
仕
候
此
代
リ
霊
前
園
崎
右
衛
門
被
仰
付
　
　
右
之
通
御
替
被
成
増
而
代
り
役
御
入
翼
成
候
　
即
ち
右
に
よ
れ
ば
入
札
の
文
字
が
全
然
見
え
ぬ
の
み
か
、
　
「
黒
斑
黒
影
召
上
又
代
リ
役
御
入
被
成
候
」
と
か
「
御
替
被
成
候
」
と
か
の
表
現
は
町
民
の
入
札
を
経
た
と
い
う
よ
り
奉
行
側
か
ら
の
直
接
の
任
免
、
そ
れ
も
近
代
的
な
手
際
よ
き
一
連
の
人
事
異
動
を
思
わ
し
め
る
。
然
し
細
り
に
入
札
が
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
は
殆
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
、
乙
名
は
当
該
町
内
か
ら
選
出
さ
る
る
が
常
識
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
右
の
異
動
で
東
古
川
町
乙
名
と
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
宇
野
九
郎
兵
衛
は
寛
文
八
年
以
来
こ
の
宝
永
五
年
迄
小
川
町
の
乙
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
若
し
中
野
弥
三
次
免
職
後
の
乙
名
と
し
て
宇
野
九
郎
兵
衛
を
入
札
し
た
と
す
れ
ば
、
東
古
川
町
の
町
民
達
は
遙
か
桜
町
の
丘
を
越
え
た
西
側
の
小
川
町
の
乙
名
を
自
ら
の
乙
名
と
し
て
選
挙
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
博
多
町
の
乙
名
に
新
任
さ
れ
た
樺
島
六
郎
左
衛
門
も
延
宝
元
年
以
来
こ
の
年
迄
西
上
町
の
乙
　
　名
で
あ
っ
た
し
、
西
古
川
町
の
乙
名
と
な
っ
た
前
園
崎
右
衛
門
は
慶
長
十
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
祖
が
潭
州
か
ら
渡
来
以
後
こ
の
宝
永
五
年
迄
恵
美
酒
町
に
居
住
し
て
乙
名
で
も
な
か
っ
た
の
に
之
亦
遙
か
な
西
古
川
町
乙
名
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
見
れ
ば
、
後
任
乙
名
を
当
該
町
民
が
選
ん
だ
と
は
思
え
な
い
。
　
「
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
之
書
付
」
は
文
化
八
年
付
の
長
崎
町
乙
名
各
家
に
つ
い
て
の
履
歴
の
書
付
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
通
覧
す
る
に
勿
論
早
く
か
ら
乙
名
家
と
し
て
世
襲
し
文
化
八
年
迄
続
い
た
家
も
多
い
が
、
約
半
数
の
四
十
上
位
は
二
度
三
度
と
居
町
を
替
え
、
い
わ
ば
乙
名
と
し
て
の
転
任
の
形
を
示
し
て
い
る
。
さ
き
の
宇
野
九
郎
兵
衛
を
例
に
と
れ
ば
、
宇
野
家
は
寛
文
八
年
小
川
町
乙
名
、
宝
永
五
年
東
古
川
町
乙
名
、
寛
政
四
年
東
中
町
乙
名
へ
転
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
長
崎
の
町
乙
名
は
当
該
町
民
の
入
札
に
よ
っ
た
と
の
説
を
そ
の
儘
受
け
入
れ
る
わ
け
に
行
か
な
い
。
　
町
民
の
入
札
に
よ
ら
ぬ
と
す
れ
ば
当
然
支
配
者
側
が
町
民
の
意
向
と
は
無
関
係
に
乙
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
如
く
、
遠
く
掛
っ
た
町
の
乙
名
が
転
任
し
来
る
実
例
の
多
い
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
り
、
乙
名
の
選
任
は
奉
行
の
下
、
町
年
寄
達
が
長
崎
の
全
体
的
規
模
に
お
い
て
進
め
た
と
思
わ
れ
る
。
年
寄
石
工
方
書
に
は
諸
役
人
の
役
替
又
は
加
役
に
つ
い
て
評
議
し
て
申
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
る
様
仰
付
け
ら
れ
た
ら
町
年
寄
共
は
年
番
年
寄
宅
に
集
っ
て
相
談
す
る
と
あ
り
、
さ
き
に
見
た
乙
名
の
諸
役
、
そ
れ
に
伴
う
後
任
補
充
と
か
は
長
崎
奉
行
の
命
を
う
け
て
町
年
寄
達
が
協
議
し
、
そ
れ
を
奉
行
が
仰
付
け
る
形
式
が
と
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
註
①
ケ
ン
プ
エ
ル
　
日
本
史
「
長
崎
市
街
の
取
締
り
に
つ
い
て
」
②
原
田
伴
彦
　
長
崎
（
中
公
新
書
）
四
六
頁
。
③
元
之
書
付
（
九
州
大
学
九
州
文
化
研
究
施
設
蔵
）
。
④
　
　
〃
　
　
　
　
〃
　
　
。
⑤
　
　
〃
　
　
　
　
〃
　
　
。
⑥
安
永
四
年
、
年
寄
共
勤
方
書
（
藤
文
庫
）
。
の
条
。
四
、
組
頭
の
選
任
法
　
組
頭
、
日
行
使
も
長
崎
町
役
人
の
系
列
に
入
ら
ぬ
で
な
い
が
、
彼
等
は
乙
名
を
助
け
て
町
政
運
用
に
当
る
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
、
町
年
寄
、
乙
名
と
並
べ
る
の
は
当
を
失
す
る
嫌
い
が
な
い
で
な
い
。
然
し
、
町
役
人
の
選
任
法
、
換
言
す
れ
ば
町
役
人
の
選
任
に
町
民
の
意
志
が
反
映
し
た
か
否
か
の
問
題
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
組
頭
、
日
行
使
の
選
任
法
も
決
し
て
無
視
す
る
訳
に
行
か
ぬ
。
　
先
ず
組
頭
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
く
は
小
町
に
二
、
三
人
、
大
町
は
四
、
五
人
で
あ
っ
た
の
を
元
禄
十
一
年
一
町
に
三
人
宛
と
し
、
毎
年
二
月
交
替
で
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
の
時
町
民
の
入
札
が
行
わ
れ
て
い
た
の
を
明
和
二
年
か
ら
は
組
頭
役
は
一
生
勤
と
し
、
二
人
制
に
改
め
た
。
従
っ
て
明
和
以
後
は
組
頭
が
病
死
又
は
退
役
の
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
町
人
中
の
入
札
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
組
頭
選
任
の
場
合
に
は
町
民
の
入
札
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
諸
文
献
が
一
致
し
、
　
「
幕
府
時
代
の
長
崎
」
に
も
、
組
頭
は
「
箇
所
持
ト
称
シ
テ
土
地
ヲ
所
有
ス
ル
町
人
ノ
投
票
推
薦
　
　
　
　
　
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
明
記
し
て
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
そ
の
入
札
で
あ
る
が
、
藤
文
庫
の
「
諾
々
組
頭
明
キ
之
節
之
仕
来
」
　
（
寛
政
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
　
「
愈
々
組
頭
明
キ
有
之
智
者
町
人
と
も
見
込
を
以
入
札
に
い
た
し
札
高
の
も
の
組
頭
に
申
付
候
仕
来
二
而
」
と
あ
っ
て
、
投
票
に
よ
る
最
高
点
者
が
そ
の
ま
ま
組
頭
に
な
る
か
に
見
え
る
が
、
実
は
必
ず
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
左
様
で
な
く
、
年
寄
夏
鳶
方
書
に
　
入
札
相
披
キ
札
高
之
者
人
物
等
相
糺
筆
算
吟
味
仕
候
速
急
之
者
心
々
仰
過
度
旨
相
伺
書
聞
済
之
上
年
番
宅
療
呼
寄
組
頭
申
付
候
事
　
と
あ
る
如
く
、
単
純
に
票
数
だ
け
で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
「
入
物
等
相
糺
し
」
て
決
定
す
る
と
い
う
か
ら
、
そ
こ
に
乙
名
、
町
年
寄
等
の
意
向
の
介
入
す
る
余
地
を
残
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
由
を
具
体
的
に
示
す
実
例
と
し
て
興
味
の
あ
る
の
は
藤
文
三
蔵
の
「
組
頭
入
札
一
件
諸
書
付
」
一
袋
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
化
十
二
年
桶
屋
町
組
頭
桜
木
市
兵
衛
病
死
跡
の
入
札
に
関
す
る
一
件
書
　
　
近
世
長
崎
の
自
治
に
つ
い
て
（
小
島
）
類
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
桶
屋
町
で
の
入
札
の
結
果
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
　
烏
山
　
利
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
票
　
　
永
見
吉
郎
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
票
　
　
力
武
吉
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
票
　
　
竹
下
金
四
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
票
　
　
満
川
藤
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
票
　
　
後
藤
…
弥
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
面
示
　
こ
の
場
合
、
得
票
数
か
ら
は
第
一
位
の
鳥
山
利
平
が
任
命
さ
れ
る
筈
の
と
こ
ろ
、
事
実
は
第
三
位
の
力
武
吉
兵
衛
が
組
頭
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
に
、
桶
屋
町
が
共
に
畑
町
組
を
形
成
し
て
い
た
古
町
、
今
紺
屋
町
、
大
井
手
町
、
今
博
多
町
の
乙
名
達
が
連
名
で
年
番
寄
寄
宛
に
コ
番
札
の
烏
山
利
平
は
奉
行
所
門
番
で
あ
り
、
二
番
札
の
永
見
吉
郎
次
は
現
在
の
組
頭
松
本
町
平
次
の
甥
に
当
る
か
ら
三
番
札
の
力
武
吉
兵
衛
に
仰
付
け
ら
れ
た
い
」
と
の
願
書
を
提
出
し
た
か
ら
に
よ
る
。
五
町
組
乙
名
が
連
名
で
右
の
よ
う
な
願
書
を
提
出
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
組
頭
は
直
接
に
は
桶
屋
町
乙
名
の
補
佐
役
と
は
い
う
も
の
の
五
町
組
乙
名
達
は
五
町
組
の
制
に
よ
っ
て
桶
屋
町
に
つ
い
て
も
連
帯
責
任
を
負
う
た
か
ら
で
、
年
番
町
年
寄
は
こ
の
五
金
組
乙
名
達
の
意
向
を
入
札
の
得
票
数
よ
り
も
重
く
見
て
願
書
通
り
力
武
吉
兵
衛
を
桜
木
市
郎
兵
衛
の
後
任
組
頭
に
任
命
し
た
の
で
あ
っ
た
。
入
札
と
い
い
な
が
ら
も
得
票
数
が
最
後
ま
で
決
定
力
を
も
つ
も
の
で
な
か
っ
た
と
い
う
な
ら
、
投
票
に
よ
っ
て
民
意
を
知
り
民
意
の
帰
す
る
と
こ
ろ
に
従
う
と
い
う
よ
り
も
為
政
者
側
の
参
考
資
料
を
得
る
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
入
札
せ
し
め
た
と
い
う
に
止
ま
る
。
犯
科
帳
に
も
組
頭
入
札
に
関
す
る
記
載
が
見
え
る
が
、
そ
れ
に
は
「
組
頭
は
一
生
の
間
乙
名
に
引
続
く
役
で
篤
実
に
取
締
に
当
る
者
だ
か
ら
乙
名
だ
け
の
見
立
で
町
内
の
帰
伏
を
せ
ぬ
場
合
が
あ
っ
て
は
不
可
な
い
か
ら
前
々
か
ら
入
札
申
付
け
て
い
る
」
と
あ
り
、
本
来
は
乙
名
の
意
志
に
よ
り
決
定
し
て
も
よ
い
も
の
の
、
若
し
乙
名
の
見
立
に
不
十
分
な
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
田
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
が
あ
っ
て
は
不
可
な
い
か
ら
入
札
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
支
配
者
側
が
組
頭
を
任
命
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
の
入
札
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
町
民
が
主
体
的
に
行
っ
た
の
で
は
な
く
て
「
入
札
申
付
け
」
ら
れ
た
に
止
ま
る
。
　
町
民
の
入
札
が
最
終
的
決
定
力
を
も
た
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
得
票
数
が
全
然
無
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
そ
し
て
受
用
高
三
百
目
で
終
身
、
乙
名
に
つ
ぐ
町
役
人
と
も
な
れ
ば
組
頭
の
選
挙
に
は
か
な
り
活
澄
な
選
挙
運
動
も
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
そ
の
一
例
と
し
て
寛
政
四
年
万
屋
町
の
組
頭
入
札
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
一
件
が
犯
科
帳
に
見
え
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
町
年
寄
か
ら
町
々
へ
の
触
が
出
さ
れ
、
　
頼
候
者
は
勿
論
被
頼
候
も
の
も
替
申
付
候
問
以
来
堅
相
慎
頼
ケ
問
敷
儀
致
間
敷
候
　
と
厳
し
く
戒
め
て
お
り
、
文
化
十
二
年
に
は
各
町
の
町
民
が
連
判
し
て
、
組
頭
の
入
札
に
つ
い
て
は
頼
ま
れ
る
と
か
頼
む
と
か
、
又
は
内
々
の
申
合
な
ど
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
い
旨
を
誓
約
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
　
以
上
を
要
す
る
に
、
長
崎
町
役
人
の
中
で
町
民
の
入
札
を
経
た
こ
と
の
明
確
な
の
は
こ
の
組
頭
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
町
政
に
民
意
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
は
乙
名
や
町
年
寄
等
組
頭
任
命
に
か
か
わ
る
者
達
の
参
考
資
料
を
提
供
す
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前
述
の
如
く
、
最
高
得
票
者
が
必
ず
し
も
任
命
さ
る
る
と
限
ら
ず
、
又
そ
の
開
票
に
当
っ
て
は
年
番
年
寄
方
に
月
役
乙
名
、
組
合
町
乙
名
、
居
町
乙
名
も
同
席
し
、
そ
こ
で
札
高
の
者
の
人
柄
等
を
糺
明
し
、
決
定
し
た
ら
長
崎
奉
行
に
届
け
を
済
ま
し
、
そ
の
上
で
年
番
年
寄
宅
に
於
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
組
頭
役
を
申
渡
し
、
又
そ
こ
で
居
町
乙
名
が
立
合
い
誓
詞
さ
せ
る
と
乙
名
勤
方
書
に
は
記
し
て
あ
る
。
組
頭
は
乙
名
補
佐
の
小
役
な
が
ら
任
命
に
当
っ
て
は
乙
名
限
り
で
な
く
町
年
寄
が
寧
ろ
そ
の
中
心
と
な
っ
た
訳
で
、
従
っ
て
組
頭
の
退
役
願
も
年
番
年
寄
宛
提
出
し
た
ら
し
く
、
安
永
七
年
桶
屋
町
の
組
頭
松
本
仁
平
次
が
退
役
願
を
出
し
た
際
も
、
本
人
の
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」
に
乙
名
の
二
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
惣
太
夫
が
奥
書
を
し
て
年
番
年
寄
薬
師
寺
久
左
衛
門
と
久
松
土
岐
太
郎
宛
に
出
し
て
お
る
。
註
①
乙
名
勤
方
之
事
（
九
大
、
松
木
文
庫
）
。
②
安
永
四
年
、
年
寄
共
勤
方
書
及
び
同
、
乙
名
勤
方
書
（
藤
文
庫
）
。
③
幕
府
時
代
の
長
崎
　
一
六
五
頁
。
④
安
永
四
年
の
乙
名
勤
方
書
（
藤
文
庫
）
も
略
々
同
様
で
あ
る
。
⑤
犯
科
帳
、
八
六
の
八
、
文
化
七
年
本
下
町
水
田
屋
新
兵
衛
一
件
の
条
。
⑥
犯
科
帳
、
五
八
ノ
三
四
、
寛
政
四
年
万
屋
町
組
頭
明
跡
入
札
の
件
。
　
犯
科
帳
、
＝
○
、
無
番
号
、
天
保
三
年
出
来
鍛
冶
屋
町
組
頭
入
札
出
入
一
　
件
。
⑦
寛
政
四
年
、
喜
々
組
頭
キ
骨
節
之
仕
来
（
藤
文
庫
）
。
⑧
亥
三
月
、
組
頭
入
札
二
付
御
請
書
連
判
状
（
藤
文
庫
）
。
⑨
安
永
四
年
、
乙
名
勤
方
書
（
藤
文
庫
）
。
⑩
丁
年
六
月
、
組
頭
役
任
免
願
書
　
松
本
仁
平
次
（
藤
文
庫
）
。
五
、
日
行
使
の
選
任
法
　
次
ぎ
に
日
行
使
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
町
乙
名
の
配
下
に
あ
り
、
組
頭
の
下
で
町
内
の
事
務
に
従
う
と
い
う
の
み
で
、
詳
細
に
そ
の
任
務
等
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
は
少
な
く
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
藤
文
庫
に
天
明
六
年
の
丸
山
、
寄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
の
「
両
町
乙
名
組
頭
日
行
使
勤
方
書
控
」
に
組
頭
、
日
行
使
の
職
分
、
こ
れ
ら
と
乙
名
と
の
関
係
が
窺
え
る
位
で
、
従
っ
て
日
行
使
の
選
任
の
如
き
に
触
れ
た
も
の
は
見
当
ら
ず
、
一
般
に
は
恐
ら
く
は
乙
名
に
よ
り
随
意
任
免
さ
れ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
寓
目
す
る
だ
け
の
史
料
か
ら
日
行
使
選
任
の
実
態
を
追
っ
て
見
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
ず
藤
文
庫
に
「
明
和
八
年
、
日
行
使
清
吉
跡
目
相
続
願
」
と
称
す
る
五
通
が
あ
り
、
こ
れ
は
桶
屋
町
日
行
使
清
吉
な
る
者
が
病
身
に
よ
り
御
暇
戴
き
た
く
、
そ
の
後
任
に
は
姉
響
た
る
袋
町
の
久
次
郎
を
仰
付
け
ら
れ
た
い
と
願
出
て
、
そ
の
通
り
に
落
着
し
た
一
件
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
最
初
に
明
和
八
年
十
一
月
清
吉
初
め
祖
母
等
親
類
五
人
が
連
印
で
右
の
趣
旨
を
認
め
た
「
乍
恐
奉
謝
口
上
書
」
が
桶
屋
町
乙
名
藤
惣
太
夫
宛
差
出
さ
れ
、
次
ぎ
に
十
二
月
に
は
清
吉
か
ら
の
惣
太
夫
宛
同
前
趣
旨
の
「
乍
樺
心
願
口
上
書
」
と
今
紺
屋
町
、
大
井
手
町
、
古
町
、
今
博
多
町
の
即
ち
桶
屋
町
の
所
属
す
る
五
三
組
合
の
日
行
使
達
連
名
の
惣
太
夫
宛
同
様
の
「
乍
揮
奉
願
口
上
書
」
が
出
さ
れ
た
。
藤
惣
太
夫
は
こ
れ
に
同
意
し
た
と
見
え
て
、
年
番
年
寄
高
木
清
右
衛
門
、
福
田
十
郎
右
衛
門
宛
、
清
吉
の
姉
畳
久
兵
衛
は
「
吟
味
耕
牛
法
論
三
拾
弐
歳
相
成
人
柄
実
体
町
用
茂
可
相
勤
者
御
座
候
間
」
跡
抱
仰
付
け
ら
る
る
よ
う
に
と
願
出
て
、
十
二
月
遂
に
清
吉
に
暇
申
渡
し
、
久
兵
衛
に
宿
直
申
付
け
る
と
決
定
発
令
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
思
わ
る
る
の
は
町
役
人
の
最
低
地
位
で
町
の
使
丁
に
す
ぎ
ぬ
日
行
使
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
縁
故
者
に
譲
り
渡
し
た
い
と
す
る
長
崎
町
人
の
町
役
人
観
で
あ
り
、
又
五
漏
出
の
同
役
日
行
使
が
清
吉
ら
の
た
め
に
支
持
協
力
し
た
共
同
意
識
で
あ
り
、
更
に
は
日
行
使
で
す
ら
年
番
町
年
寄
が
最
終
的
に
は
決
定
し
た
の
で
あ
っ
て
乙
名
の
一
存
で
任
免
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
点
等
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
文
庫
に
は
又
、
日
行
使
和
平
太
一
件
と
称
す
る
三
十
一
通
が
あ
る
。
こ
れ
は
桶
屋
町
日
行
使
和
平
太
な
る
者
が
度
々
の
不
行
跡
を
重
ね
た
そ
の
都
度
の
願
書
、
証
文
の
類
か
ら
遂
に
病
身
を
理
由
と
す
る
退
役
願
に
及
ぶ
各
種
の
書
付
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
日
行
使
任
免
の
一
例
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
日
行
使
清
吉
一
件
の
場
合
、
五
町
組
の
日
行
使
達
が
清
吉
の
願
意
達
成
の
た
め
助
力
し
た
と
述
べ
た
が
、
和
平
太
の
場
合
に
於
い
て
も
、
明
和
四
年
三
月
五
心
組
の
日
行
使
達
が
連
名
で
藤
惣
太
夫
黒
和
平
太
の
た
め
に
彼
の
不
行
跡
を
詫
び
る
一
札
を
入
れ
て
お
り
、
明
和
五
年
五
月
十
六
日
に
は
桶
屋
町
町
人
惣
代
諸
富
嘉
平
以
下
町
人
中
及
び
桶
屋
町
の
借
屋
惣
代
文
次
郎
外
借
屋
中
か
ら
の
「
乍
琿
口
上
書
」
が
桶
屋
町
乙
名
藤
惣
太
夫
宛
差
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
「
和
平
太
は
連
々
の
不
身
　
　
近
世
長
崎
の
自
治
に
つ
い
て
（
小
島
）
持
で
退
役
仰
付
け
ら
る
る
の
は
尤
千
万
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
数
代
勤
め
て
来
た
並
行
使
役
で
も
あ
る
し
、
町
中
一
統
気
節
に
思
う
か
ら
是
迄
通
り
勤
め
さ
せ
て
貰
い
度
い
」
と
い
う
も
の
で
結
局
そ
れ
は
聞
届
け
ら
れ
て
退
役
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
六
年
九
月
又
々
不
行
跡
の
廉
で
乙
名
よ
り
遠
慮
を
申
付
け
ら
れ
、
こ
の
度
は
車
町
組
の
一
た
る
今
博
多
町
の
乙
名
北
島
和
嘉
右
衛
門
が
意
見
を
加
え
一
札
を
入
れ
さ
せ
て
日
行
使
を
続
け
さ
す
こ
と
に
し
た
。
　
翌
明
和
七
年
四
月
置
な
る
と
和
平
太
か
ら
乙
名
藤
惣
太
夫
宛
「
乍
恐
口
上
書
」
が
差
出
さ
れ
、
そ
れ
に
は
「
近
年
病
身
に
な
っ
た
の
で
退
役
を
許
さ
れ
た
く
、
そ
の
跡
に
は
十
五
年
前
養
子
に
出
し
て
い
た
弟
政
之
助
を
呼
び
戻
す
か
ら
、
こ
の
者
に
相
続
さ
せ
て
貰
い
た
い
」
旨
を
記
し
た
。
乙
名
惣
太
夫
は
こ
れ
に
対
し
、
　
「
政
之
助
は
幼
年
で
日
行
使
と
し
て
の
役
に
立
つ
ま
で
は
助
勤
を
置
か
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
日
行
使
の
給
銀
半
分
は
そ
の
助
勤
に
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
答
え
た
の
で
和
平
太
は
当
惑
し
、
　
「
受
用
銀
が
減
っ
て
は
困
る
か
ら
再
び
勤
め
た
い
」
と
恵
美
酒
町
乙
名
伊
東
弥
七
郎
に
そ
の
執
り
な
し
を
頼
ん
で
い
る
。
こ
の
問
題
に
は
今
下
町
の
乙
名
野
口
仁
左
衛
門
も
関
係
し
た
ら
し
く
、
惣
太
夫
よ
り
仁
左
衛
門
宛
の
返
答
書
の
控
が
遺
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
又
付
箋
が
あ
っ
て
八
月
二
十
六
日
乙
名
会
所
で
こ
の
件
に
つ
い
て
野
口
仁
左
衛
門
が
東
上
町
乙
名
黒
川
信
八
郎
・
今
博
多
町
乙
名
北
島
嘉
右
衛
門
と
語
り
合
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
和
平
太
一
件
は
藤
惣
太
夫
を
難
渋
せ
し
め
た
が
、
結
局
は
「
和
平
太
は
再
勤
の
願
書
や
神
文
を
も
提
出
し
た
が
、
こ
れ
は
数
度
の
こ
と
で
信
用
し
か
ね
る
、
受
用
銀
半
減
は
嵩
む
を
得
な
い
し
、
不
行
跡
の
重
さ
な
る
者
を
こ
れ
以
上
許
し
て
は
町
中
の
取
締
上
よ
ろ
し
く
な
い
」
と
再
勤
を
拒
否
し
て
こ
の
一
件
は
落
着
し
た
。
日
行
使
和
平
太
一
件
に
つ
い
て
の
記
述
が
冗
長
に
適
ぎ
た
嫌
な
し
と
し
な
い
が
、
日
行
使
関
係
の
史
料
の
乏
し
き
ま
ま
に
敢
え
て
詳
細
に
報
告
し
、
小
役
人
な
が
ら
も
長
崎
町
役
人
選
任
の
事
情
の
一
端
に
連
な
る
も
の
と
見
て
参
考
的
に
述
べ
て
お
い
た
。
　
以
上
乏
し
い
史
料
に
す
ぎ
な
い
が
、
之
を
要
す
る
に
日
行
使
に
至
っ
て
は
勿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
論
入
札
な
ど
あ
ろ
う
筈
も
な
く
、
恐
ら
く
は
乙
名
の
任
意
選
任
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
然
し
単
に
当
該
乙
名
の
専
断
で
な
く
、
乙
名
会
所
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
は
年
番
年
寄
に
達
し
て
の
任
免
で
あ
っ
た
こ
と
は
組
頭
と
か
わ
ら
ず
、
長
崎
の
町
役
人
は
日
行
使
の
末
に
至
る
ま
で
町
年
寄
の
統
制
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
、
又
そ
の
任
免
に
つ
い
て
五
町
組
合
の
乙
名
や
日
行
使
が
深
い
関
心
を
も
っ
た
と
こ
ろ
に
は
五
町
組
合
の
連
帯
感
や
日
行
使
の
仲
間
意
識
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
思
わ
れ
る
。
五
町
組
合
に
つ
い
て
は
嘗
っ
て
　
　
　
述
べ
た
か
ら
之
を
略
す
る
が
、
日
行
使
の
仲
間
意
識
と
い
う
の
は
広
く
長
崎
の
地
役
人
が
惣
町
乙
名
、
惣
町
組
頭
と
い
わ
れ
、
そ
の
他
何
れ
も
同
等
の
地
位
に
あ
り
、
受
用
高
を
同
じ
く
し
、
各
種
の
加
役
を
共
同
の
立
場
で
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
現
実
に
基
く
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
藤
文
庫
の
「
差
出
中
御
請
書
之
謁
」
と
い
う
の
は
、
唐
船
方
雑
用
の
請
書
で
、
精
荷
役
立
合
乙
名
及
び
年
番
乙
名
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
日
行
使
連
と
記
し
、
日
行
使
全
員
が
連
印
し
て
お
る
。
註
①
天
明
六
年
、
両
町
乙
名
組
頭
日
行
使
勤
方
書
控
（
藤
文
庫
）
。
②
明
和
八
年
、
日
行
使
清
吉
跡
目
相
続
願
（
藤
文
庫
）
。
③
自
明
和
二
年
至
明
和
七
年
日
行
使
和
平
太
一
件
（
藤
文
庫
）
。
④
拙
稿
、
長
崎
五
三
組
考
（
長
崎
大
学
学
芸
学
部
社
会
科
学
論
叢
第
1
2
号
）
。
⑤
寛
政
元
年
酉
六
月
、
差
出
申
御
請
書
慰
事
（
藤
文
庫
）
。
六
、
結
　
語
　
以
上
近
世
長
崎
市
政
の
主
流
と
見
る
べ
き
町
年
寄
以
下
の
町
役
人
に
つ
い
て
そ
の
選
任
法
を
概
略
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
要
点
を
摘
記
す
れ
ば
、
町
年
寄
は
惣
町
乙
名
の
選
挙
に
よ
り
、
乙
名
は
町
民
の
入
札
で
決
っ
だ
と
の
説
も
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
長
い
近
世
を
通
じ
て
の
事
か
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
が
、
長
崎
に
お
け
る
町
役
人
の
選
挙
は
無
い
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
町
民
の
意
志
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
意
味
よ
り
も
支
配
者
側
の
参
考
と
し
た
に
止
ま
る
と
か
、
或
は
そ
の
初
期
に
僅
か
に
外
注
常
行
司
で
見
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
少
な
く
と
も
元
禄
以
後
は
世
襲
に
よ
る
固
定
化
か
、
支
配
者
側
か
ら
の
任
命
が
見
ら
れ
た
の
み
で
、
城
下
町
と
は
違
っ
た
町
役
人
の
選
挙
が
あ
っ
た
と
か
、
従
っ
て
民
衆
の
声
が
町
政
に
反
映
し
た
と
か
は
そ
の
ま
ま
近
世
の
長
崎
に
は
適
用
し
難
い
と
思
わ
れ
る
。
蓋
し
長
崎
は
、
一
応
港
町
で
あ
り
経
済
都
市
で
あ
り
な
が
ら
も
、
又
、
堺
、
大
阪
等
と
そ
の
出
発
時
は
同
類
で
あ
っ
た
に
せ
よ
江
戸
幕
府
の
権
力
下
に
掌
握
さ
れ
て
官
営
貿
易
の
場
と
な
っ
た
近
世
に
お
い
て
は
む
し
ろ
城
下
町
で
あ
り
政
治
都
市
で
あ
る
か
の
色
彩
を
濃
厚
に
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
町
役
人
選
任
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
長
崎
の
町
役
人
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
特
権
的
門
閥
宿
老
の
世
襲
的
統
制
下
の
御
用
的
自
治
機
関
の
性
格
」
を
も
っ
た
と
原
田
氏
の
い
わ
れ
る
城
下
町
の
そ
れ
に
類
す
る
と
見
た
万
が
よ
り
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
長
崎
に
お
け
る
特
権
的
門
閥
宿
老
と
は
町
年
寄
に
当
り
、
　
「
年
寄
共
勤
方
書
」
に
よ
れ
ば
、
町
年
寄
は
年
番
と
し
て
「
地
下
役
人
御
暇
養
子
之
願
其
外
諸
役
人
身
分
二
掛
北
諸
願
」
を
受
付
け
て
奉
行
へ
伺
い
又
届
け
を
し
、
「
諸
役
人
役
替
記
者
加
役
」
等
を
奉
行
の
仰
付
け
に
よ
り
同
役
と
寄
合
談
合
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
又
組
頭
、
日
行
使
等
小
役
の
者
に
跡
役
申
渡
し
や
誓
詞
を
さ
せ
る
等
、
明
ら
か
に
町
役
人
は
町
年
寄
の
統
制
下
に
あ
り
、
そ
し
て
又
、
そ
れ
ら
は
御
用
的
性
格
を
次
ぎ
の
如
く
に
し
て
示
し
て
い
る
。
　
先
ず
、
町
年
寄
そ
の
も
の
が
「
年
寄
共
勤
方
書
」
を
も
ち
、
こ
れ
に
従
っ
て
「
相
勤
申
候
」
と
如
何
に
も
奉
行
の
御
用
を
弁
ず
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、
乙
名
に
は
「
乙
名
勤
方
書
」
、
組
頭
日
行
使
の
末
に
も
前
掲
の
「
両
町
乙
名
組
頭
日
行
使
勤
方
書
控
」
で
見
る
如
き
勤
方
書
が
あ
っ
た
。
乙
名
は
本
来
の
任
務
た
る
居
町
支
配
の
ほ
か
年
番
や
年
行
事
を
勤
め
、
会
所
そ
の
他
で
の
加
役
を
も
仰
付
か
っ
た
か
ら
、
藤
文
庫
に
も
こ
れ
ら
に
関
す
る
勤
方
書
が
多
数
遺
さ
れ
て
い
る
。
乙
名
勤
方
書
、
年
番
乙
名
勤
方
書
、
年
行
事
勤
方
書
、
会
所
目
付
画
聖
書
、
会
所
元
方
目
付
勤
方
書
、
乙
名
加
役
勤
方
書
、
定
式
臨
時
加
役
勤
候
乙
名
、
寅
年
加
役
割
、
亥
年
加
役
割
等
が
そ
れ
で
乙
名
は
か
く
の
如
く
多
く
の
勤
方
書
の
類
を
所
蔵
し
、
そ
れ
ら
の
末
尾
に
は
必
ず
「
右
勤
方
之
趣
乍
恐
書
付
差
上
申
候
」
と
記
し
て
乙
名
の
奉
行
に
対
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
又
彼
等
が
乙
名
に
任
ぜ
ら
れ
る
際
は
誓
詞
を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
藤
文
庫
に
も
「
町
乙
名
起
請
文
前
書
」
が
二
通
遺
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
藤
文
庫
に
多
い
の
は
分
限
帳
の
類
で
、
御
役
順
、
長
崎
役
人
分
限
帳
、
加
役
料
帳
等
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
以
上
通
覧
す
れ
ば
、
町
乙
名
は
就
任
時
に
は
誓
詞
を
提
出
し
、
勤
方
書
に
よ
っ
て
勤
務
内
容
を
誓
約
し
、
常
に
職
員
録
、
俸
給
表
の
類
を
家
に
蔵
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
全
く
近
代
官
僚
を
見
る
思
い
が
あ
り
、
い
わ
ば
御
用
的
町
役
入
の
性
格
濃
厚
で
、
か
く
の
如
き
が
長
崎
町
役
人
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
町
人
た
る
を
誇
る
と
い
う
よ
り
は
役
人
た
る
を
誇
る
で
あ
ろ
う
し
、
民
主
的
傾
斜
を
之
に
求
め
て
も
そ
れ
は
得
難
い
で
あ
ろ
う
。
大
阪
の
惣
年
寄
（
長
崎
の
町
年
寄
）
は
一
定
の
給
料
を
う
け
ぬ
名
誉
職
で
あ
り
、
町
年
寄
（
長
崎
の
乙
名
）
も
単
に
公
役
を
免
ぜ
ら
る
る
の
み
で
あ
っ
た
し
、
堺
で
も
町
年
寄
は
一
軒
役
免
除
と
袴
摺
料
と
い
う
程
度
の
収
入
で
、
職
業
的
町
役
人
で
　
　
　
　
　
は
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
長
崎
の
町
役
人
は
受
用
高
は
役
向
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
お
り
加
役
に
よ
っ
て
加
役
料
が
出
る
と
な
れ
ば
、
町
役
人
の
気
風
に
も
大
阪
や
堺
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
　
「
身
分
者
町
人
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
得
共
、
御
扶
持
被
下
候
分
ハ
勿
論
受
用
取
之
分
ハ
商
売
之
町
人
ト
者
品
違
」
う
と
の
意
識
が
長
崎
町
役
人
等
に
あ
っ
た
と
い
え
ば
、
彼
等
に
商
売
の
町
人
即
ち
一
般
町
民
の
意
志
の
反
映
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
（
史
学
教
室
）
註
　
①
原
田
伴
彦
、
日
本
封
建
制
下
の
都
市
と
社
会
、
　
②
安
永
四
年
、
年
寄
共
勤
方
書
（
藤
文
庫
）
。
　
③
豊
田
　
武
、
日
本
の
封
建
都
市
、
一
七
八
頁
。
　
④
長
崎
市
史
　
風
俗
篇
、
＝
頁
。
近
世
長
崎
の
自
治
に
つ
い
て
（
小
島
）
二
七
三
頁
。
二
七
